
 

   

 

 

 

 

 

＜具体的な取組や成果＞ 

〇獨協大学との連携事業（令和２・３年度は中止） 

・修学旅行の事前学習として、 

 「自分が誇りに思う京都・奈良」 

 「外国人留学生にお薦めしたい 

 京都・奈良」といったテーマで 

 班活動を行い、資料を作成した。 

 

 

 

・修学旅行中の学習の事後学習とし 

 て、獨協大学に通う外国人留学生 

 を授業に招き、修学旅行を通じて 

 学んだ日本の歴史や伝統文化を紹 

 介した。 

 

〇ＡＬＴの学校行事参加（各生徒会行事や部活動等） 

・生徒総会、生徒会役員選挙、部活動、壮行会等、 

 生徒会行事では、ＡＬＴが積極的に行事に参加し、 

 通常の生活の中で、生徒は語学を学び、ＡＬＴの 

 異文化理解を体験している。また、吹奏楽部の 

 外部指導者としても、部活動に参加し、演奏会 

 では指揮者となるなど、生徒との絆も深めている。 

 

〇日本語指導を必要とする生徒への個別指導（国際理解教室の活用） 

・本校では、日本語指導を必要とする生徒が２名在籍している。 

 市から派遣されている国際理解教育補助員との個別指導や、 

 個別の教科指導等、発達段階に応じた指導を実践している。 

＜学校名＞ 草加市立花栗中学校 

＜所在地＞ 埼玉県草加市花栗４－１５－１２ 

＜電 話＞ ０４８－９４１－５８３３ 

＜本事例の特徴＞ 

 本校は、学区内に獨協大学があり、獨協大学との連携事業が以前から活発に行われて

いる。（令和２・３年度はコロナの関係で中止）また、ＡＬＴが積極的に学校行事や部活

動に参加していて、吹奏楽部の外部指導者としても指導にあたっている。さらに、日本

語指導を必要とする生徒が２名在籍しているため、日本語指導、教科指導補助を積極

的に行っている。 

 

 


